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2007年 5−7 月の 九州 ・ 四 国地方における浮力がな くなる高度と

　　　　　　　雲解像モ デルが予 想 した雲頂高度との 関係
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林修吾 （気象研

・予 報）

1，は じめに

　積乱雲の 潜在的発達高度 で あ り、熱力学 的 に 求 ま る LNB （浮

力 が な く な る 高度） の 出現頻度 が 梅雨期 に は 中層 （700hPa 付 近 ）

と上 層 （200hPa 付 近 ）に ピ ーク が あ る こ とが Kato　et　al．（2007）に

よ っ て 示 され た 。こ の 結果 は 、客観解析 デー
タ か ら統計的 に 調べ

られたもの で 、実際 の 積乱雲 の 発達高度に こ の よ うな 2 っ の ピー

ク が 存在す る か は 定 か で は な い。そ こ で 、本 研 究 で は、2007 年

5−7 月 （予稿 段 階で は 7 月 15 日 ま で ） の 九 州 ・四 国地 方 を ターゲ

ッ トと して、水 平分解能 lkm の 雲角鞭 モ デル （1  一CRM ） の 予

想 した 積 乱 雲 だ と思 わ れ る 雲頂高度 と の 関 係 を 統言十的 に 調 べ た。
CRM と して は 、気象庁非静力学モ デ ル （JMANHM ）を用 い た。

2 ．数値モ デル の実行と判断基準

　3 時間毎に 気象庁 が 作成 し て い る メ ソ客観解析 （水平分解能

10  ） を初期値 ・境 界 値 と し て 実行 し た 水 平分解 能 5  の

JMANHM （5km −NHM ） の 予報結果 に セ ル フ ネ ス ト さ せ て 、
1  ・CRM を 実 行 した。降水 過 程 と して は 、バ ル ク タ イ ブ ・氷 相

の み 2 モ ーメ ン トの 雲物理 過程を用い た。また、5  ・NHM で は、
Kain−Fritschの 対流の パ ラ メ タ リゼ ー

シ ョ ン を併用 し た。
　 LNB お よび LFC （自由対 流 高 度 〉 は 8eOhPa よ り下 層 で 最 大 の

相 当 温位を 持っ 気塊 を 持ち上げ る こ とで 算 出 した。た だ し、LFC

が 地 上 か ら 2   以 上 高 い 場合 は 、統計か ら除外 し た 。

一
方、雲

頂高度 と して は、1km−CRM の 予 想 し た 雲水、雲氷 と雪 の 総比 湿 ＝

le
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を閾値 として 決定 した。　また、雲底高度を雲水 と雲

氷 の 総 比 湿 ＝10
’4
　kg　kg

’i
を閾値 に決定 した。降水 を もた らす 積

雲 （積乱雲）の 判断条件 と し て 、  地 上 か ら雲頂高度 ま で の 距離
＞ 2km 、  地 上 か ら雲 底高度 ま で の 距 離 く 25   、  雲 頂 高度

一

雲 底 高 度 ＞ 1   、  雨 膤 の 鉛 直 罅 量 ＞ 0．1   と した 訟

お 、雲頂高度 と雲底高度が 存在す る格子 の ずれ の 許容 をほ ぼ雲頂

高度 の ス ケ ール で 決定 した。

3 ． LNB と雲頂高度との 関係

1  一CRM の 結果 か ら編 i・的 に 求 め た LNB と雲頂高度 の 存在

割合 （図 1 ）を 見 る と、ほ ぼ 半 分 の 割 合 で 潜在 不 安 定 で あ る大 気

状態 で あ る
一

方 、 積乱雲の 存在す る割合 が 陸地 の 多 い と こ ろ で も

10％ 程度 で ある こ とが わ か る。こ の こ とは 、Kato 　 et 　al．（2007 ）や

Kato （2005）と整合的 で あ る。ま た 、　 LNB の 分布 に反 し て 積乱雲

の 存 在 す る 割合 が 海 上 で 低 く、陸 上 で 高い の は 山岳 に よ る 強 制 力

で 下 層 の 気 塊 が LFC に 達 しや す い た め で あ ろ う。
LNB の 高度別存在頻度 （図 2 の 破線〉に は、海 上で 1  ，2．5km ，

14  付 近 に 3 っ の ピーク が 、陸 上 に は 2．5  付近 の み に ピ
ー

ク

が 見 られ る。こ の 結果 もKato　et　al．〔2007） と整合的 で あ る。その

一方 、雲頂高度 に は 3km と 13km 付 近 に ピー
ク が 見 られ 、下層 の

ピー
ク は 積乱震が LNB に 達 して も上 昇速度 を 維持す る こ と か ら

2．5  付 近 の LNB の ピーク に 対 応 して い る と考 え られ る 。 な お、
  と  の 条件 を除 く と、下層 の 雲頂高度 の ピ ーク が 25  付近 に

なる と ともに 頻度 が 3 倍以 上 に な る。こ の 増加 分 は 、積雲や雄大

積雲 に 相当す る と思わ れ る 。
　 出 現 頻 度 で 見 る 限 り、背 の 低い 積 乱 雲 が 支配 的 で あ る。今後、
降水量 に対 す る寄与 に っ い て 調べ る 予 定で あ る。
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図 1　 1km −CRM の 1時 間 毎 の 出力 か ら 2007 年 5 月 1 日

　　〜7 月 15 日 で 平均 した （a）LNB と （b）雲頂 高度 の

　 　存在割 合．
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図 2　 図 1 の 領域 ・期 間に お け る LNB （破 線） と

　 雲 頂 高度 （実線）の 高度別 存在頻度プ ロ フ ァ

　 　イル ．太線，細 線 は陸 上，海 上 で の 結果 を示

　 　す．害1」合 は高度 を 200m 毎 に分 ける こ とで 計算
　 　 し た．
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